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（ 論文題目）

Office Blood Pressure Variability as a Predictor of 

Brain Infarction in Elderly Hypertensive Patients 

（論文審査結果の要旨）

1.研究にいたる背景と目的

高齢者高血圧の脳卒中発症の危険因子は血圧レベルが大きく関与していることが知られ

ている．しかし、高齢者の外来随時血圧変動と脳梗塞の発症予測因子との関係を検討した

報告は少ない．本研究は降圧治療を受けている高齢高血圧者の外来随時血圧の長期変動

が脳梗塞発症の予測因子となるかを検討した．

2.研究内容

共同研究 6施設で治療を受けていた症例で1987年1月1日から 1996年12月31日までの

10年間に脳梗塞を初めて発症した60歳以上の患者を登録し、対照群は、脳梗発症例と同

時期に同じ施設に通院し降圧治療を受け、脳心血管事故の既往がない患者から性と年齢を

一致させ症例 1例に対し少なくとも 2例を登録した．

患者背景は対照群 (350例）、脳梗塞群 (138例）で年齢はいずれも 73歳で 2群間に差が

なく、収縮期血圧はそれぞれ142mmHg、148mmHgで脳梗塞群が有意に高かった．拡張期

血圧はそれぞれ78mmHg、80mmHgと2群間に差はなかった．合併症では心房細動、腎機

能障害が脳梗塞群に有意に高かった．発症前12ヵ月間の血圧の推移をみると対照群に比較

し脳梗塞群は平均して高く、血圧変動が大きかったそのため、各群の変動係数｛（標準

偏差／平均値） X100}を比較した．

備考 l 用紙の規格はA4とし縦にして左横書きとすること。

2 要旨は800字～ 1200字以内にまとめること。
3 ＊印は記入しないこと。
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収縮期血圧変動係数は対照群8.9%、脳梗塞群9.7％と脳梗塞群が有意に大きかった．拡

張期血圧の変動係数も脳梗塞群が有意に大きく、それぞれ、 9.2%, 10.1％であった．次

に簡略化した最大4（隣り合う連続した血圧値の差で最も大きい値）、血圧最大変動幅 (1

2ヵ月間の血圧値で最大血圧値と最小血圧値の差）においても検討した．両指標とも脳梗

塞群が有意に大きかった．血圧変動係数と各因子との単相関をみると血圧変動係数は年齢、

脈圧と正相関を、拡張期血圧と負の相関を認めた．動脈硬化が進行すると血圧変動が大き

くなる可能性が示唆された．多重ロジスティック解析で性、年齢、血圧レベルを含む、そ

の他の危険因子で補正すると収縮期血圧変動係数の 2％増加に対するオッズ比は 1.15 

(1. 03-1. 29, 95%CI)、拡張期血圧変動係数の2％の増加に対するオッズ比は 1._25(1. 12-

1. 39, 95%CI)であったすなわち，血圧変動係数は脳梗塞発症の予測因子となった．最大

L1 (mmHg)、血圧最大変動幅 (mmHg)でも同様に脳梗塞の予測因子となった．すなわち，

5mmHg増大に対する最大4のオッズ比は収縮期血圧1.08、拡張期血圧1.26、血圧最大変動

幅ではそれぞれ 1.07、1.23であった．

3.研究成果の意義と学術的水準

外来随時血圧変動性が脳梗塞発症の予測因子になることを初めて認めた論文であると著

者らは述べている．本研究から、治療中の高齢者血圧の血圧変動が大きいと将来脳梗塞発

症の危険性が大きくなることがわかった日常診療において最大L](mmHg)、血圧最大変

動幅 (mmHg) は簡便で応用が可能である点は意義がある．

高齢者高血圧の治療において血圧レベルのみならず安定して降圧する重要性が確認され

た．外来での血圧変動を小さく保つことで脳梗塞発症を軽減できるかは，今後の検討課題

である．

以上により、本研究成果は国際的に認められる水準にあり、学位授与に十分値すると判

断した．
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